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Abstract: To compare the structure of KAIGOKAN, a survey using two measurements (KAIGOKAN scale and open-
ended description) were conducted. This study, also investigates the relations between KAIGOKAN and morale.
Sixty-eight care workers voluntarily answered the questionnaire by mail. The results of two measurements indicated
that some categories, such as self-supporting care and client-centered care, were common; however, there are no cate-
gories related with family's opinions or rules and norms of the organization using open-ended description, and no cate-
gories related with ethics and client wishes using the scale. Regarding to the relations between KAIGOKAN and
morale, Reflection and Evaluation of Care increases the sense of fulfillment and work-fellowship.





い. 介護に対する ｢思い｣ に類する言葉として ｢介護観｣
がある. しかしながら, 白石ら2) が指摘するように,
｢介護観｣ の定義は明確ではない. 例えば, 鈴木3)は
｢介護経験によって介護者が得た影響と感情｣ と定義し
ており, 藤本ら4) は ｢ (調査) 対象者の抱く介護に対す
る思い｣ としている. 白石らは ｢介護観｣ という言葉を,
狭い意味の ｢ケアの方向性・考え方｣ だけでなく, 働き
方や仕事への取り組み方を含むものとしてとらえ, ｢介
護職員が介護の仕事に取り組む際によって立つ価値観お







る介護観尺度 (白石ら) も存在する. この介護観尺度は,
介護職員 10 人を対象とした ｢介護観｣ に関する半構造
化面接から抽出された 10 カテゴリー (利用者の尊厳,
利用者の残存能力・機能, 利用者の情報・表情・態度,
介護技術や知識・理論, 家族の意向, 事故や安全, 省察,
利用者と職員の距離・関係性, 組織のルール・規範, 組
織のなかでの働き方) からなる 48 項目について, 介護
職員を対象とした郵送調査を経て作成されたものである.
2,627 名の正規雇用されている介護職員の回答から ｢考
え, 振り返る実践重視｣, ｢家族の意向・安全重視｣, ｢残




















調査対象者は, A 県の介護老人福祉施設 (特別養
護老人ホーム) に勤務する全ての介護職員100名であっ
た. 対象者は以下の手順で選んだ.









封筒) を郵送し, 調査票の返送を依頼した. 調査期間















｢2. まあまあ意識している｣, ｢3. あまり意識してい





｢1. 全く反対｣, ｢2. どちらかと言えば反対｣, ｢3.




吉田ら6)を参考に, ｢仲間関係｣, ｢充実感｣, ｢意思決
定参加｣ の 3因子からそれぞれの因子負荷量の上位
3項目ずつを用いた. 全 12 項目について, ｢1. いい
え｣, ｢2. どちらかと言えばいいえ｣, ｢3. どちらか
と言えばはい｣, ｢4. はい｣ の 4件法で尋ねた.
. 分析方法
分析には, IBM SPSS Statistics 22 を用いた. 先
行研究を参考に, 介護観尺度 (主因子法, 直接オブリ
ミン回転) とモラール尺度 (主因子法, プロマックス
回転) については, 因子分析と信頼性分析 (α) を行っ
た. 各因子と基本属性の関係は t検定, 各因子同士の
関係は相関係数を用い, 統計学的有意水準は 5％とし



















. 調査対象者の属性 (表 1)
4 施設中 4 施設から返送があり, 配布した 100 名中
68 名 (68.0％) の回答が得られた. 68 名のうち, 男
性が 27 名 (39.7％), 女性が 41 名 (60.3％) であっ
た. 年齢は 18 歳から 60 歳までの幅広い年代であり,
平均年齢は約 38 歳で, 年代別に見ると 30 歳代と 40
歳代がそれぞれ 18 名 (26.5％) と最も多かった. 雇
用形態は, 正規職員が 51 名 (75.0％), 非正規職員が
17 名 (25.0％) であった. 介護福祉士資格は, 持っ
ている職員が 49 名 (72.1％), 持っていない職員が 19
名 (27.9％) であった. 介護福祉士資格取得ルートは
実務経験ルートが 38 名 (77.6％) と最も多かった.
他の資格 (複数回答可) については, ホームヘルパー
2級研修 (訪問介護員養成研修 2級課程) を修了した
職員 (以下, ホームヘルパー 2級) が 27 名 (40.0％)
と最も多かった. 職位は, 一般介護職が 49 名 (72.1
％), 主任・ (サブ) リーダーが 14 名 (20.6％), そ
の他が 5 名 (7.4％) であった. このうち, 1 名が一
般介護職員と相談員兼施設ケアマネを兼任していた.
転職経験については, 1 回以上転職経験ありが 47 名
(69.1％), 転職経験なしまたは初職者が 21 名 (30.9
％) であった. 転職回数は 1～7 回で, 平均±標準偏
差は 1.8±1.67 回であった. 平均以上 (2 回以上) 転
職を経験している職員は 28 名 (41.2％), 平均以下
(1 回) が 19 名 (27.9％) であった. 介護職員として
の勤務年数は, 3 ヵ月から 26 年であり, 平均勤務年
数±標準偏差は約 8±5.15 年であった. また, 3 年以
上勤務している職員は 60 名 (88.2％), 3 年未満の職
員は 6 名 (8.8％) であった. 次に, 現在の勤務先の
勤務年数は 3 ヵ月から 17 年であり, 平均±標準偏差
は約 5±3.99 年であった. また, 3 年以上勤務してい
る職員は 58 名 (85.3％), 3 年未満は 10 名 (14.7％)
であった.
. 介護観尺度とモラール尺度
介護観尺度については, 19 項目を用いて, 因子分
析 (主因子法, 直接オブリミン回転) と信頼性分析
(α) を行った. 因子分析を行い, 因子負荷量が 0.35
以下の ｢利用者と接する際, 自分の感情がどのように




ない｣ の 2 項目を除いた 17 項目からは先行研究と同
じ 4因子が抽出された. 信頼性を示すα係数は ｢考え
振り返る実践重視｣ 因子が .82, ｢家族の意向・安全
重視｣ 因子が .69, ｢残存能力・機能重視｣ 因子が .65,
｢組織内のルール・規範重視｣ 因子が .65 であった.
次に, モラールに関する 12 項目を用いて, 因子分
析 (主因子法, プロマックス法) と信頼性分析を行っ
た. 因子分析の結果, 各項目の因子負荷量は 0.4 以上
であり, 先行研究と同じ 3因子が抽出された. 各因子
のα係数は ｢充実感｣ 因子が .90, ｢仲間関係｣ 因子
が .83, ｢意思決定参加｣ 因子が .70 であった.
介護観尺度, およびモラール尺度の各因子得点は,
先行研究に倣い各項目の得点の合計点を用いた. 介護
観 4 因子とモラール 3 因子の相関を調べたところ,
｢考え, 振り返る実践重視｣ という介護観と ｢充実感




基 本 属 性 人数 (％)
性別
男性 27 名 39.7
女性 41 名 60.3
年齢
10 歳代 3名 4.4
20 歳代 16 名 23.5
30 歳代 18 名 26.5
40 歳代 18 名 26.5
50 歳代 12 名 17.6
60 歳代 1名 1.5
雇用形態
正規職員 51 名 75.0
非正規職員 17 名 25.0
保有する資格
(複数回答可)
介護福祉士 49 名 72.1
介護職員初任者研修 9名 13.2
介護職員基礎研修 3名 4.4
ホームヘルパー 1級 (訪問介護員養成研修 1級) 1 名 1.5
ホームヘルパー 2級 (訪問介護員養成研修 2級) 27 名 40.0
社会福祉士 2名 2.9
介護支援専門員 4名 5.9
その他の資格 19 名 27.9
資格なし 18 名 26.5
無回答 3名 4.4
介護福祉士資格取得ルート
実務経験ルート 38 名 77.6
養成施設ルート 3名 6.1
福祉系高校ルート 2名 4.1
その他 (専門学校, 福祉系大学, 短期大学, 通信教育) 5 名 10.2
無回答 1名 2.0
職位
一般介護職 49 名 72.1
主任・(サブ)リーダー 14 名 20.6
その他 5名 7.4
転職回数 (平均 1.8 回) に
よる各群の人数
0回 21 名 30.9
平均未満 19 名 27.9
平均以上 28 名 41.2
介護職員としての勤務年数
3年未満 6名 8.8
3 年以上 60 名 88.2
無回答 2名 2.9
現在の勤務先での勤務年数
3年未満 10 名 14.7









られた (t (60)＝2.02, p＜.05). 介護職として 3年以
上勤務している職員は, 3 年未満の職員より ｢家族の
意向・安全重視｣ であった. また, ホームヘルパー 2
級保有職員 (t (59)＝2.41, p＜.05) と転職回数を平
均以上経験している職員 (t (42)＝.2.51, p＜.05) は,
｢残存能力・機能重視｣ であった. 現在の勤務先で介
護職として 3 年以上勤務している職員 (t (14.76)＝
3.72, p＜.05) は, 3年未満の職員より ｢組織内のルー
ル・規範重視｣ であった. ｢考え, 振り返る実践重視｣
については, 有意差が見られなかった.
モラールについては, 勤務年数, 所持資格, 現在の
職位で差が見られた. 介護職として (t (64)＝2.69, p
＜.05), また, 現在の勤務先で 3年以上勤務している
職員 (t (66)＝2.54, p＜.05) は, 3 年未満の職員よ
り ｢仲間関係｣ が良かった. 介護福祉士の資格を持っ
ている職員は, 持っていない職員 (t (64)＝2.71, p＜
.05) より ｢充実感｣ を感じていた. 主任・(サブ)リー
ダーは一般介護職 (t (61)＝2.77, p＜.05) より, ｢意
思決定参加｣ の機会が多かった.
. 介護をする上で一番大切にしていること (表 2)
68 名のうち 66 名 (97.0％) からの回答が得られた.
得られた回答は 131 件で, KJ 法を用いて分類した結
果,【考えや概念 (78 件)】,【介護者が利用者に対し
てなってほしいこと (26 件)】, 【支援の在り方
(27 件)】の 3 つのカテゴリーに分けられ, サブカテ
ゴリーは全部で 11 あった.【考えや概念】には, 利用
者の人権を尊重することや利用者の生活を尊重しなが




の ｢利用者目線になって考える (21 件)｣, 個別ケア
といった ｢利用者主体 (12 件)｣ の 5 つのサブカテゴ
リーが含まれていた.【介護者が利用者に対してなっ
てほしいこと】には ｢安心・安楽 (8 件)｣, よりよい
生活や快適な生活・日常生活, 施設でどう過ごして頂
くかといった ｢よりよい生活を過ごす (11 件)｣, 利
用者の笑顔や利用者が喜んでくれることといった ｢明
るい気持ち (7 件)｣ の 3 つのサブカテゴリーが含ま
れていた.【支援の在り方】には, ｢介護技術 (18件)｣,





識している｣ が 52 名 (76.5％), ｢まあまあ意識して







因子と係わる ｢信頼関係｣, ｢利用者主体｣, ｢自立支援｣
などのサブカテゴリーに加え, 家族の意向・安全重視
因子と係わる ｢介護技術｣ といったサブカテゴリーで

































































































































していた ｢残存能力・機能重視｣ の介護観からは, 職
場によって利用者の残存能力や機能に重点をおいてお
らず, それが転職につながった可能性が垣間見える.






















数, 所持資格, 現在の職位で差が見られた. ｢仲間関
係｣ では, 勤務年数を重ねることで, 仲間と信頼関係
が形成されケアチームの一員でいたいという思いが強












因子間の関係を見たところ, 介護観の ｢考え, 振り









































何を求めるのか, 介護に対して介護観の ｢考え, 振り返
る実践重視｣ とモラールの ｢充実感｣ 及び ｢仲間関係｣
が関わっていることがわかった. さらに, 基本属性の介
護職として勤務年数が 3年以上勤務している職員と ｢仲










ことが挙げられる. また, 本研究では, 回答者の負担や
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